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牛群検定の試行（お試し検定）は継続して募集しています！
牛群検定を無料で体験できる牛群検定の試行（通称「お試し検定 ）は、６月末で一旦締めさせて」

、 。 、 、いただきましたが 継続して検定農家を募集しています この事業は 牛群検定にかかる諸経費を
最大６ヶ月間、家畜改良事業団がサポートするというお得な事業です。お知り合いの検定未加入の
酪農家に「今がチャンス！」とお伝え下さい。

牛群検定を始めれば、自宅のパソコンや携帯電話で検定データを活用できる「繁殖台帳 シスWeb
テム」も使い放題です。また、乳量計のレンタルもあわせて行っています。

牛群検定の試行、乳量計レンタル、繁殖台帳Ｗｅｂシステム について詳しくは、
家畜改良事業団 検索当団ホ－ムペ－ジ http://liaj.lin.gr.jp/

暑熱対策は十分ですか？粗飼料の与え方のポイント！
夏本番！暑熱対策は十分ですか？暑熱対策のポイントは大きく３つに分類できます。

１）牛を暖めない → 牛舎への日射や放牧管理
２）牛を冷やす → 送風、舎内換気、
３）牛から熱を出さない → 飲水、飼料管理

これらのいずれもが重要なポイントですが、意外と見落とされがち
なのが飼料管理です。暑熱により採食量に影響をうける飼料は、
濃厚飼料＜サイレ－ジ＜粗飼料の順になります。従いまして、
粗飼料の管理が大切になります。体温を上昇させない粗飼料の
与え方のポイントは、次の通り

①粗剛なものより良質粗飼料（刈り遅れ注意）
②１回給与より複数回での給与
③昼間より夜間中心の給与

そして、採食量がどうしても少ない場合は、粗飼料を減量して
濃厚飼料を増量することも牛体を維持するためには必要なこと
となります。

・ ：ＴＭＲは調整後１０時間程度で発酵を開始し温度が上昇します。ＴＭＲを利用している場合
５０度程度まで上昇し劣化するばかりか、舎内温度も上昇させることもあります。１回給与で
放置せず、複数回に分けて給与することが必要です。

牛群検定の利活用などについて解説記事を掲載しています

１ 配合飼料を再考する なぜ高まる配合依存度
デ－リイマン７月号
最近の濃厚飼料給与の実態を牛群検定デ－タから解説しています

２ 最近の分娩間隔の解説
デ－リイマン８月号、畜産コンサルタント８月号、畜産技術８月号、全国農業新聞、

以上５誌に掲載開拓情報７月号、

３ 次世代診断関連の解説
デ－リイジャパン 月号、開拓情報 月号、畜産会経営情報 月 月号、8 6 6 7
デ－リイマン 月 月号、広島らくのうだより 月 月号7 8 4 6
以上５誌に牛群検定の新しい情報である次世代診断を解説しています。

４ 新しい検定成績表について（その２１）－次世代診断情報（総合診断）－
ＬＩＡＪニュース（家畜改良事業団 」Ｎｏ１３５ 平成２４年７月号）
あなたの牛群の泌乳と体型はバランスの良い改良方向に進んでいますか？次世代診断情報をみれ

ば矢印で視覚的に把握できます。本解説で詳しく紹介しております。入手については、最寄りの種雄牛
センターまたは事業所にお問い合わせいただければ、 無料でお送りします。

バックナンバーは、以下の当団ホームページをご参照下さい。
群検定情報 検索http://liaj.lin.gr.jp/japanese/kentei/kentei.html 牛
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